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• CLIPの画像埋め込み（隠れ状態）にノードやエッジといった
ダイアグラムにおける基本的な要素の情報が含まれるか︖

• CLIPの隠れ状態に対して分類によるprobingを⾏った
• CLIPがエッジの向きを認識できない可能性が明らかになった
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データセット
• ノードが2つの有向グラフ
• 各要素を変化させて作成

で分類可能か︖

• ノードの⾊
• ノードの形
• エッジの⾊
• エッジの向き
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背景 
ニューラルモデルによるダイアグラムの理解を
実現したい

• CLIPは⾔語と画像の両⽅を扱える
• CLIPの学習データの多くは⾃然画像

CLIPの隠れ状態は
ノードやエッジの情報を含んでいるか︖
YES
NO

検索や⾃動⽣成の評価に応⽤
それらを認識できるモデルの実現

どの層からも
ノードの形の情報を
取り出せた

どの層からも
エッジの向きの情報は
取り出せなかった
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情報は取り出せなかった
︓成分数によらず正解率が低い

徐々に低次元の部分空間にエンコード
︓成分数が少なくても正解率が⾼い

エッジの向きの情報は
埋め込み（隠れ状態）に含まれていない可能性がある

今後は…
• エッジの向きを認識できるモデルの実現
• テキストとの意味の対応を実現

A B A B A BA BA B BA


